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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を加圧する圧縮機と、第１熱媒との熱交換によって冷媒を凝縮させる第１熱交換器
と、第２熱媒との熱交換によって冷媒を凝縮させる第２熱交換器と、冷媒を減圧させる減
圧機構と、冷媒を蒸発させる蒸発器を備えるヒートポンプと、
　第１熱媒の熱を利用して室内を暖房する暖房端末と、
　第１熱交換器と暖房端末との間で第１熱媒を循環させる暖房循環路と、
　暖房循環路内の第１熱媒を循環させる第１ポンプと、
　暖房循環路を循環する第１熱媒を加熱する熱源機と、
　暖房循環路のうち、第１熱交換器の上流側と下流側とを接続し、第１熱交換器をバイパ
スするバイパス路と、
　暖房循環路内の第１熱媒がバイパス路を流れる状態と、暖房循環路内の第１熱媒がバイ
パス路を流れない状態と、を切り替える切替手段と、
　熱を蓄えるタンクと、
　タンク内に蓄えられた熱を利用して温水を温水利用箇所に供給する供給手段と、
　第２熱交換器とタンクとの間で第２熱媒を循環させるタンク循環路と、
　タンク循環路内の第２熱媒を循環させる第２ポンプと、
　制御装置と、を備え、
　制御装置は、
　ヒートポンプを動作させ、第２ポンプを動作させることによってタンク内に熱を蓄える
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蓄熱運転と、第１ポンプを動作させて暖房端末によって室内を暖房する暖房運転とを同時
に行う場合において、
　室内の温度が特定の閾値以上である第１の場合は、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒
がバイパス路を流れない状態にして、熱源機を動作させない第１の運転を実行し、
　室内の温度が特定の閾値より低い第２の場合は、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒が
バイパス路を流れる状態にして、熱源機を動作させる第２の運転を実行する、
　給湯暖房装置。
【請求項２】
　制御装置は、
　第１の運転を行う場合の第１ポンプの単位時間当たりの回転数を、第２の運転を行う場
合の第１ポンプの単位時間当たりの回転数よりも少なくする、
　請求項１の給湯暖房装置。
【請求項３】
　制御装置は、
　蓄熱運転は行わず、ヒートポンプを動作させ、第１ポンプを動作させて暖房端末によっ
て室内を暖房する暖房運転を単独で行う場合において、
　室内の温度が特定の閾値以上である第３の場合は、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒
がバイパス路を流れない状態にして、熱源機を動作させない第３の運転を実行し、
　室内の温度が特定の閾値より低い第４の場合は、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒が
バイパス路を流れない状態にして、熱源機を動作させる第４の運転を実行する、
　請求項１又は２の給湯暖房装置。
【請求項４】
　ヒートポンプが、
　室内空気との熱交換によって冷媒を凝縮させる室内空気熱交換器と、
　室内空気熱交換器に供給される冷媒の流量と、第１熱交換器及び第２熱交換器に供給さ
れる冷媒の流量の割合を調整可能な調整手段と、をさらに備え、
　制御装置は、
　第１の場合及び第２の場合のように蓄熱運転と暖房運転を同時に行う場合における第１
熱交換器及び第２熱交換器に供給される冷媒の流量の割合が、第３の場合及び第４の場合
のように暖房運転を単独で行う場合における第１熱交換器及び第２熱交換器に供給される
冷媒の流量の割合よりも多くなるように、調整手段を作動させる、
　請求項３の給湯暖房装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、給湯暖房装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、冷媒を加圧する圧縮機と、熱媒との熱交換によって冷媒を凝縮させる
熱交換器と、冷媒を減圧させる減圧機構と、冷媒を蒸発させる蒸発器を備えるヒートポン
プと、熱媒の熱を利用して室内を暖房する暖房端末と、熱媒の熱を蓄えるタンクと、タン
ク内に蓄えられた熱を利用して温水を温水利用箇所に供給する供給手段と、暖房端末に供
給される熱媒の流量とタンクに供給される熱媒の流量との割合を調整する調整手段と、を
備える給湯暖房装置が開示されている。この給湯暖房装置は、ヒートポンプを駆動させる
とともに、熱媒の熱を暖房端末とタンクの双方に供給することにより、タンクへの蓄熱と
暖房端末による暖房とを同時に行う蓄熱暖房同時運転を実行する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１９６９５０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の給湯暖房装置では、ヒートポンプの能力に応じて、蓄熱能力及び暖房能力
が決定される。しかしながら、特許文献１の給湯暖房装置では、例えば厳寒期に蓄熱暖房
同時運転を行う場合に、蓄熱能力及び暖房能力が不足する事態が発生するおそれがある。
【０００５】
　本明細書では、蓄熱能力及び暖房能力が不足する事態が発生することを抑制することが
可能な技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書が開示する給湯暖房装置は、冷媒を加圧する圧縮機と、第１熱媒との熱交換に
よって冷媒を凝縮させる第１熱交換器と、第２熱媒との熱交換によって冷媒を凝縮させる
第２熱交換器と、冷媒を減圧させる減圧機構と、冷媒を蒸発させる蒸発器を備えるヒート
ポンプと、第１熱媒の熱を利用して室内を暖房する暖房端末と、第１熱交換器と暖房端末
との間で第１熱媒を循環させる暖房循環路と、暖房循環路内の第１熱媒を循環させる第１
ポンプと、暖房循環路を循環する第１熱媒を加熱する熱源機と、暖房循環路のうち、第１
熱交換器の上流側と下流側とを接続し、第１熱交換器をバイパスするバイパス路と、暖房
循環路内の第１熱媒がバイパス路を流れる状態と、暖房循環路内の第１熱媒がバイパス路
を流れない状態と、を切り替える切替手段と、熱を蓄えるタンクと、タンク内に蓄えられ
た熱を利用して温水を温水利用箇所に供給する供給手段と、第２熱交換器とタンクとの間
で第２熱媒を循環させるタンク循環路と、タンク循環路内の第２熱媒を循環させる第２ポ
ンプと、制御装置と、を備える。制御装置は、ヒートポンプを動作させ、第２ポンプを動
作させることによってタンク内に熱を蓄える蓄熱運転と、第１ポンプを動作させて暖房端
末によって室内を暖房する暖房運転とを同時に行う場合において、室内の温度が特定の閾
値以上である第１の場合は、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒がバイパス路を流れない
状態にして、熱源機を動作させない第１の運転を実行し、室内の温度が特定の閾値より低
い第２の場合は、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒がバイパス路を流れる状態にして、
熱源機を動作させる第２の運転を実行する。
【０００７】
　上記の給湯暖房装置において、タンク内への蓄熱運転と暖房運転とを同時に行う場合に
、室内の温度が特定の閾値より低い第２の場合は、室内の温度が特定の閾値以上である第
１の場合に比べて、要求される暖房能力が高い。このような第２の場合に、ヒートポンプ
だけで蓄熱能力と暖房能力を賄うのであれば、蓄熱能力と暖房能力が不足する可能性があ
る。この点、上記の給湯暖房装置は、第２の場合に、第２の運転を実行する。第２の運転
を実行することにより、暖房端末に供給される第１熱媒の熱を熱源機によって賄うことが
でき、タンク内にヒートポンプの全ての熱を供給することができる。特に、燃料を燃焼さ
せるものを用いる場合、熱源機の加熱能力（即ち、単位時間当たりの加熱量）は、ヒート
ポンプの加熱能力よりも高い。そのため、ヒートポンプだけで蓄熱能力と暖房能力を賄わ
なければならない状況に比べて、十分な蓄熱能力及び暖房能力を確保しやすくなる。従っ
て、上記の給湯暖房装置では、要求される暖房能力が第１の場合に比べて高い第２の場合
において、必要な蓄熱能力及び暖房能力が不足する事態の発生を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】給湯暖房システム２の構成を模式的に示す図。
【図２】給湯暖房システム２における蓄熱単独運転の様子を模式的に示す図。
【図３】給湯暖房システム２における第１の暖房単独運転（即ち、室内温度が暖房設定温
度以上である場合の暖房単独運転）の様子を模式的に示す図。
【図４】給湯暖房システム２における第２の暖房単独運転（即ち、室内温度が暖房設定温
度より低い場合の暖房単独運転）の様子を模式的に示す図。
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【図５】給湯暖房システム２における第１の蓄熱暖房同時運転（即ち、室内温度が暖房設
定温度以上である場合の蓄熱暖房同時運転）の様子を模式的に示す図。
【図６】給湯暖房システム２における第２の蓄熱暖房同時運転（即ち、室内温度が暖房設
定温度より低い場合の蓄熱暖房同時運転）の様子を模式的に示す図。
【図７】制御装置８が実行する蓄熱暖房制御処理を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に説明する実施例の主要な特徴を列記しておく。なお、以下に記載する技術要素は
、それぞれ独立した技術要素であって、単独であるいは各種の組合せによって技術的有用
性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組合せに限定されるものではない。
【００１０】
（特徴１）　制御装置は、第１の運転を行う場合の第１ポンプの単位時間当たりの回転数
を、第２の運転を行う場合の第１ポンプの単位時間当たりの回転数よりも少なくすること
が好ましい。
【００１１】
　上記の通り、第１の運転を行う場合である第１の場合は、要求される暖房能力が低い。
そのため、第１の運転を行う場合の第１ポンプの単位時間当たりの回転数を少なくするこ
とにより、第１熱交換器で第１熱媒に加えられる単位時間当たりの熱量（即ち、暖房端末
による暖房能力）を少なくし、第２熱交換器で第２熱媒に加えられる単位時間当たりの熱
量を多くすることができる。第１の運転を行う場合に、タンクへの蓄熱量を十分に確保す
ることができる。また、第２の運転を行う第２の場合は、要求される暖房能力が高い。上
記の通り、第２の運転を行う場合には、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒がバイパス路
を流れる状態にして、ヒートポンプと熱源機と第１ポンプと第２ポンプとを動作させる。
即ち、冷媒の熱を第２熱媒にのみ与えることができる。そのため、第２の運転を行う場合
にも、タンクへの蓄熱量を十分に確保することができる。
【００１２】
（特徴２）　制御装置は、蓄熱運転は行わず、ヒートポンプを動作させ、第１ポンプを動
作させて暖房端末によって室内を暖房する暖房運転を単独で行う場合において、室内の温
度が特定の閾値以上である第３の場合は、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒がバイパス
路を流れない状態にして、熱源機を動作させない第３の運転を実行し、室内の温度が特定
の閾値より低い第４の場合は、切替手段を暖房循環路内の第１熱媒がバイパス路を流れな
い状態にして、熱源機を動作させる第４の運転を実行することが好ましい。
【００１３】
　この構成によると、暖房運転を単独で行う場合において、室内の温度が特定の閾値より
低い第４の場合は、室内の温度が特定の閾値以上である第３の場合に比べて、要求される
暖房能力が高い。このような第４の場合に、ヒートポンプだけで暖房能力を賄うのであれ
ば、暖房能力が不足する可能性がある。この点、上記の構成によると、給湯暖房装置は、
第４の場合に第４の運転を実行する。第４の運転を実行することにより、第１暖房端末に
供給される第１熱媒の熱をヒートポンプと熱源機の双方によって賄うことができる。即ち
、ヒートポンプだけで暖房能力を賄わなければならない場合に比べて、十分な暖房能力を
確保しやすくなる。従って、上記の給湯暖房装置では、要求される暖房能力が第３の場合
に比べて高い第４の場合において、必要な暖房能力が不足する事態の発生を抑制すること
ができる。
【００１４】
（特徴３）　ヒートポンプが、室内空気との熱交換によって冷媒を凝縮させる室内空気熱
交換器と、室内空気熱交換器に供給される冷媒の流量と、第１熱交換器及び第２熱交換器
に供給される冷媒の流量の割合を調整可能な調整手段と、をさらに備え、制御装置が、第
１の場合及び第２の場合のように蓄熱運転と暖房運転を同時に行う場合における第１熱交
換器及び第２熱交換器に供給される冷媒の流量の割合が、第３の場合及び第４の場合のよ
うに暖房運転を単独で行う場合における第１熱交換器及び第２熱交換器に供給される冷媒
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の流量の割合よりも多くなるように、調整手段を作動させることが好ましい。
【００１５】
　上記の通り、第１の場合及び第２の場合は、室内を暖房するとともにタンク内の熱量を
増やす場合である。上記の構成によると、そのような場合に、室内空気熱交換器へ供給す
る冷媒の流量に対し、第１熱交換器及び第２熱交換器により多い割合の流量の冷媒を供給
することができる。すなわちタンク内の熱量を増やす必要のない第３の場合及び第４の場
合に比べて、冷媒の熱をタンクにより多く供給することができる。従って、この構成によ
ると、タンクへの蓄熱を適切に行いつつ、室内を適切に暖房することができる。
【００１６】
（実施例）
（システム構成；図１）
　図１に示すように、本実施例の給湯暖房システム２は、ヒートポンプ空調装置４と、床
暖房装置６と、給湯装置７と、制御装置８と、を備えている。
【００１７】
　ヒートポンプ空調装置４は、冷媒（例えば、Ｒ３２やＲ４１０といったＨＦＣ冷媒や、
Ｒ７４４といったＣＯ２冷媒等）を用いて、室外空気からの吸熱及び室内空気への放熱を
行う。ヒートポンプ空調装置４は、圧縮機１２と、流量調整弁１４と、熱媒熱交換器１６
と、第１膨張弁１８と、室外空気熱交換器２０と、第１ファン２２と、室内空気熱交換器
２６と、第２ファン２８と、第２膨張弁３０と、冷媒循環路３２と、を備えている。
【００１８】
　圧縮機１２は、気相状態の冷媒を圧縮して送り出す。流量調整弁１４は、３つのポート
ｅ、ｆ及びｇを備えており、圧縮機１２からポートｅに供給された気相状態の冷媒を、ポ
ートｆとポートｇとに供給可能である。流量調整弁１４は、開度を調整することにより、
ポートｅからポートｆに流れる冷媒（即ち熱媒熱交換器１６に供給される冷媒）の流量と
、ポートｅからポートｇに流れる冷媒（即ち室内空気熱交換器２６に供給される冷媒）の
流量との割合を調整することができる。熱媒熱交換器１６は、後述の第１熱媒循環路５０
内を通過する熱媒と、冷媒循環路３２内を通過する冷媒との間で熱交換するとともに、後
述の第２熱媒循環路６０内を通過する熱媒と、冷媒循環路３２内を通過する冷媒との間で
熱交換する。第１膨張弁１８は、液相状態の冷媒を断熱膨張させて減圧する。室外空気熱
交換器２０は、第１ファン２２によって送風される室外空気と、冷媒との間で熱交換をす
る。室外空気熱交換器２０及び第１ファン２２は、室外に配置されている。第１ファン２
２の近傍には、外気温を検出する外気温サーミスタ４０が備えられている。
【００１９】
　室内空気熱交換器２６は、第２ファン２８によって送風される室内空気と、冷媒との間
で熱交換をする。室内空気熱交換器２６及び第２ファン２８は、室内であって、後述の暖
房端末５６（即ち床暖房用の端末）よりも室内の高い位置に配置されている。第２ファン
２８の近傍には、室内の温度を検出する室内温度サーミスタ４２が備えられている。第２
膨張弁３０は、液相状態の冷媒を断熱膨張させて減圧する。
【００２０】
　冷媒循環路３２は、冷媒を、圧縮機１２と、流量調整弁１４と、熱媒熱交換器１６と、
第１膨張弁１８と、室外空気熱交換器２０と、室内空気熱交換器２６と、第２膨張弁と、
の間で循環させる。
【００２１】
　床暖房装置６は、熱媒（例えば、水、不凍液等）を用いて室内空気への放熱（いわゆる
床暖房）を行う。床暖房装置６は、熱媒熱交換器１６と、第１熱媒循環路５０と、バーナ
５２と、第１ポンプ５４と、暖房端末５６と、バイパス路５８と、切替弁７０と、を備え
ている。第１熱媒循環路５０は、熱媒を、熱媒熱交換器１６とバーナ５２と暖房端末５６
との間で循環させる。バーナ５２は、ガス等の燃料を燃焼させることによって発生する燃
焼熱を利用して、第１熱媒循環路５０を通過する熱媒を加熱する。バーナ５２は、第１熱
媒循環路５０のうち、熱媒熱交換器１６より下流側であって、暖房端末５６より上流側の
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部分を通過する熱媒を加熱可能な位置に配置されている。第１ポンプ５４は、第１熱媒循
環路５０内の熱媒を循環させる。暖房端末５６は、熱媒の熱を室内空気に放熱する。暖房
端末５６は、室内の床に配置されている床暖房端末である。暖房端末５６は、第１熱媒循
環路５０のうち熱媒熱交換器１６及びバーナ５２よりも下流側に備えられている。そのた
め、暖房端末５６には、熱媒熱交換器１６とバーナ５２で加熱された後の熱媒が供給され
る。熱媒熱交換器１６は、第１熱媒循環路５０のうち暖房端末５６よりも下流側の部分に
備えられている。熱媒熱交換器１６には、暖房端末５６で放熱した後の低温の熱媒が供給
される。バイパス路５８は、上流側端部が、第１熱媒循環路５０のうちの熱媒熱交換器１
６の下流側とバーナ５２の上流側との間に接続され、下流側端部が、第１熱媒循環路５０
のうちの暖房端末５６及び第１ポンプ５４の下流側と熱媒熱交換器１６の上流側との間に
接続される。切替弁７０は、バイパス路５８の上流側端部と第１熱媒循環路５０との接続
部分に介装されている。切替弁７０は、３つのポートｈ、ｉ及びｊを備えている。切替弁
７０は、第１熱媒循環路５０内の熱媒が、熱媒熱交換器１６に供給され、かつ、バイパス
路５８を通過しない状態（即ち、ポートｈとポートｉとが連通する状態）と、熱媒がバイ
パス路５８を通過し、かつ、熱媒熱交換器１６に供給されない状態（即ち、ポートｉとポ
ートｊとが連通する状態）と、の間で切り替え可能である。
【００２２】
　給湯装置７は、熱媒（例えば、水、不凍液等）の熱を用いてタンク６２内の水を加熱し
、タンク６２に蓄えられた温水を温水供給箇所に供給する。給湯装置７は、第２熱媒循環
路６０と、タンク６２と、タンクサーミスタ６３と、第２ポンプ６４と、温水供給管６６
と、水導入管６８と、を備えている。第２熱媒循環路６０は、熱媒を、熱媒熱交換器１６
とタンク６２との間で循環させる。タンク６２は、給湯装置７で使用される水を蓄える。
タンク６２は密閉型であり、断熱材により外側が覆われている。タンク６２内には第２熱
媒循環路６０が通されている。タンク６２内を通過する第２熱媒循環路６０内の熱媒とタ
ンク６２内の水との間で熱交換が行われることにより、タンク６２内の水が加熱される。
第２ポンプ６４は、第２熱媒循環路６０内の熱媒を循環させる。温水供給管６６は、上流
端がタンク６２の上部に接続されている。温水供給管６６の下流端側は温水利用箇所に配
置されている。温水供給管６６は、ユーザの操作（例えばカランを開く操作）に従って、
タンク６２内の温水を温水利用箇所に供給する。水導入管６８の上流端は、図示しない上
水道に接続されており、下流端は、タンク６２の下部に接続されている。温水供給管６６
からタンク６２内の温水が温水利用箇所に供給されると、水導入管６８は、温水利用箇所
に供給された温水の量と同じ量の水を上水道からタンク６２内に導入する。そのため、タ
ンク６２内には常時満水まで水が蓄えられる。タンクサーミスタ６３は、タンク６２内の
水の温度を検出する。
【００２３】
　制御装置８は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を備えている。ＲＯＭには各種の運転プログ
ラムが格納されている。ＲＡＭには、制御装置８に入力される各種信号や、ＣＰＵが処理
を実行する過程で生成される種々のデータが一時的に記憶される。制御装置８では、ＣＰ
ＵがＲＯＭやＲＡＭに記憶された情報に基づいて、ヒートポンプ空調装置４、床暖房装置
６、及び、給湯装置７の各構成要素の動作を制御する。また、制御装置８には、図示しな
いリモコンが接続されている。リモコンには、ユーザが給湯暖房システム２を操作するた
めのスイッチ、ユーザに給湯暖房システム２の動作状態を表示する液晶表示器等が設けら
れている。ユーザは、リモコンを介して、暖房の開始及び終了等を指示することができる
。また、ユーザは、リモコンを介して、暖房設定温度を設定することもできる。
【００２４】
（給湯暖房システム２の動作）
　次いで、給湯暖房システム２の動作について説明する。給湯暖房システム２は、給湯運
転、蓄熱単独運転、暖房単独運転（即ち、第１の暖房単独運転、第２の暖房単独運転）、
及び、蓄熱暖房同時運転（即ち、第１の蓄熱暖房同時運転、第２の蓄熱暖房同時運転）を
実行可能である。
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【００２５】
（給湯運転）
　ユーザによって台所や浴室のカランが開かれた場合や、浴槽への湯張りを行う場合に、
給湯暖房システム２は給湯運転を開始する。浴槽への湯張りは、例えばユーザがリモコン
の湯張り開始スイッチを押すことで開始することもあるし、ユーザがリモコンに設定した
湯張り完了時刻に基づく湯張り開始時刻が到来することで開始することもある。給湯運転
は、後述する蓄熱単独運転、暖房単独運転、蓄熱暖房同時運転と並行して行うことも可能
である。給湯運転では、給湯暖房システム２は、タンク６２内の温水を、温水供給管６６
を介して温水利用箇所に供給する。
【００２６】
（蓄熱単独運転；図２）
　ユーザから暖房が指示されておらず、かつ、タンク６２への蓄熱要求が発生した場合に
、給湯暖房システム２は蓄熱単独運転を行う。蓄熱要求は、例えば給湯運転を行った結果
、タンク６２内の蓄熱量が少なくなった場合に発生する。具体的に言うと、蓄熱要求は、
タンクサーミスタ６３が検出する温度が、所定の蓄熱開始温度より低くなった場合に発生
する。蓄熱単独運転では、タンク６２内の水を所定の蓄熱終了温度まで沸かし上げて、タ
ンク６２に蓄熱する。図２に示すように、蓄熱単独運転では、制御装置８は、流量調整弁
１４を、ポートｅに供給された冷媒の全流量がポートｆに供給され、ポートｇには冷媒が
供給されないように調整する（即ち、ポートｅとポートｆが連通し、ポートｅとポートｇ
が連通しない）。また、制御装置８は、第１ファン２２を駆動するとともに、圧縮機１２
を駆動する。さらに、制御装置８は、第２ポンプ６４を駆動する。
【００２７】
　圧縮機１２で加圧されて高温高圧となった気相状態の冷媒は、流量調整弁１４（ポート
ｆ）を介して、熱媒熱交換器１６へ送られる。高温高圧の気相状態の冷媒は、熱媒熱交換
器１６での第２熱媒循環路６０内の熱媒との熱交換によって冷却されて凝縮し、液相状態
となる。熱媒熱交換器１６で液相状態となった冷媒は第１膨張弁１８へ送られる。第１膨
張弁１８で減圧されて低温低圧となった液相状態の冷媒は、室外空気熱交換器２０へ送ら
れる。低温低圧の液相状態の冷媒は、室外空気熱交換器２０での室外空気との熱交換によ
って加熱されて蒸発し、気相状態となる。気相状態となった冷媒は、圧縮機１２に戻され
る。
【００２８】
　また、第２ポンプ６４が駆動することによって、第２熱媒循環路６０内で熱媒が循環す
る。熱媒熱交換器１６での高温高圧の冷媒との熱交換によって加熱された高温の熱媒は、
タンク６２内を通過する。高温の熱媒は、タンク６２内を通過する間に、タンク６２内の
水と熱交換を行うことによって冷却される。この結果、タンク６２内の水が熱媒の熱によ
って加熱される。タンク６２を通過した後の低温の熱媒は、熱媒熱交換器１６に供給され
、冷媒との熱交換によって再度加熱される。
【００２９】
　給湯暖房システム２は、上記のようなサイクルで冷媒及び熱媒を循環させることにより
、タンク６２内の温水を加熱することができる。制御装置８は、上記の蓄熱単独運転を開
始した後、タンクサーミスタ６３が検出する温度が所定の蓄熱終了温度に到達すると、蓄
熱単独運転を終了する。
【００３０】
（暖房単独運転）
　ユーザから暖房が指示されており、タンク６２への蓄熱要求が発生していない場合に、
給湯暖房システム２は暖房単独運転を行う。このとき、給湯暖房システム２は、室内温度
サーミスタ４２が検出する室内温度が、リモコンで設定されている暖房設定温度Ｔｓ以上
であるか、室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低いか、に応じて、異なる内容の暖房単独運
転を行う。以下、二つの暖房単独運転（第１の暖房単独運転、第２の暖房単独運転）の内
容について説明する。
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【００３１】
（第１の暖房単独運転；図３）
　給湯暖房システム２が暖房単独運転を実行する場合に、室内温度サーミスタ４２が検出
する室内温度が暖房設定温度Ｔｓ以上である場合、給湯暖房システム２は、第１の暖房単
独運転を実行する。室内温度が暖房設定温度Ｔｓ以上である場合には、室内温度が暖房設
定温度Ｔｓより低い場合に比べ、要求される暖房能力が低い。図３に示すように、第１の
暖房単独運転では、制御装置８は、流量調整弁１４を、ポートｅに供給された冷媒の一部
がポートｇに供給され、他の一部がポートｆに供給されるように開度を調整する（即ち、
ポートｅとポートｆ、ポートｅとポートｇがそれぞれ連通する）。この際、制御装置８は
、ポートｆに供給される冷媒の流量と、ポートｇに供給される冷媒の流量とがほぼ等しく
なるように、流量調整弁１４の開度を調整する（即ち、ｆ＝ｇ）。また、制御装置８は、
第１ファン２２及び第２ファン２８を駆動するとともに、圧縮機１２を駆動する。この際
、制御装置８は、圧縮機１２の単位時間当たりの回転数を比較的少ない回転数Ｒ１に設定
する。さらに、制御装置８は、切替弁７０を、第１熱媒循環路５０内の熱媒が、熱媒熱交
換器１６に供給され、バイパス路５８を通過しない状態（即ち、ポートｈとポートｉとが
連通する状態）に切り替える。さらに、制御装置８は、第１ポンプ５４を駆動させる。こ
の際、制御装置８は、第１ポンプ５４の単位時間当たりの回転数を比較的多いＲ３に設定
する。なお、第１の暖房単独運転では、制御装置８はバーナ５２を駆動させない。
【００３２】
　圧縮機１２で加圧されて高温高圧となった気相状態の冷媒の一部は、流量調整弁１４（
ポートｇ）を介して、室内空気熱交換器２６へ送られる。高温高圧の気相状態の冷媒は、
室内空気熱交換器２６での室内空気との熱交換によって冷却されて凝縮し、液相状態とな
る。室内空気熱交換器２６で液相状態となった冷媒は第２膨張弁３０へ送られる。第２膨
張弁３０で減圧されて低温低圧となった液相状態の冷媒は、第１膨張弁１８から送られる
低温低圧の液相状態の冷媒と合流し、室外空気熱交換器２０へ送られる。低温低圧の液相
状態の冷媒は、室外空気熱交換器２０での室外空気との熱交換によって加熱されて蒸発し
、気相状態となる。気相状態となった冷媒は、圧縮機１２に戻される。
【００３３】
　一方、圧縮機１２で加圧されて高温高圧となった気相状態の冷媒の他の一部は、流量調
整弁１４（ポートｆ）を介して、熱媒熱交換器１６へ送られる。高温高圧の気相状態の冷
媒は、熱媒熱交換器１６での熱媒との熱交換によって冷却されて凝縮し、液相状態となる
。熱媒熱交換器１６で液相状態となった冷媒は第１膨張弁１８へ送られる。第１膨張弁１
８で減圧されて低温低圧となった液相状態の冷媒は、第２膨張弁３０から送られた低温低
圧の液相状態の冷媒と合流し、室外空気熱交換器２０へ送られる。その後の冷媒の流れは
上記の通りであるため、詳しい説明を省略する。
【００３４】
　また、第１ポンプ５４が駆動することによって、第１熱媒循環路５０内で熱媒が循環す
る。熱媒熱交換器１６での高温高圧の冷媒との熱交換によって加熱された高温の熱媒は、
切替弁７０を介して暖房端末５６に送られる。高温の熱媒は、暖房端末５６で室内に熱を
放熱することによって冷却される。暖房端末５６を通過した後の低温の熱媒は、第１ポン
プ５４を介して熱媒熱交換器１６に供給され、冷媒との熱交換によって再度加熱される。
【００３５】
　第１の暖房単独運転では、給湯暖房システム２は、上記のようなサイクルで冷媒及び熱
媒を循環させることにより、室内空気熱交換器２６及び暖房端末５６の両方で室内空気に
放熱し、室内を暖房することができる。
【００３６】
（第２の暖房単独運転；図４）
　給湯暖房システム２が暖房単独運転を実行する場合に、室内温度サーミスタ４２が検出
する室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低い場合、給湯暖房システム２は、第２の暖房単独
運転を実行する。室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低い場合には、室内温度が暖房設定温
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度Ｔｓ以上である場合に比べ、要求される暖房能力が高い。図４に示すように、第２の暖
房単独運転でも、制御装置８は、流量調整弁１４及び切替弁７０を、第１の暖房単独運運
転の場合と同様の開度に調整する。さらに、制御装置８は、第１の暖房単独運転の場合と
同様の条件で、第１ファン２２、第２ファン２８、及び、第１ポンプ５４（回転数Ｒ３）
を駆動させる。また、第２の暖房単独運転では、制御装置８は、圧縮機１２の単位時間当
たりの回転数を、上記のＲ１より多いＲ２に設定し、圧縮機１２を駆動させる。さらに、
第２の暖房単独運転では、制御装置８は、バーナ５２を駆動させる。
【００３７】
　第２の暖房単独運転における冷媒及び熱媒の循環サイクルは、上記の第１の暖房単独運
転における冷媒及び熱媒の循環サイクルと基本的に同様である。ただし、第２の暖房単独
運転では、バーナ５２が駆動することにより、熱媒熱交換器１６での高温高圧の冷媒との
熱交換によって加熱された高温の熱媒が、バーナ５２における燃料の燃焼熱によってさら
に加熱され、さらに高温の熱媒となる。即ち、第２の暖房単独運転では、熱媒熱交換器１
６とバーナ５２の双方で加熱された高温の熱媒が暖房端末５６に供給される。また、圧縮
機１２の単位時間当たりの回転数Ｒ２が、第１の暖房単独運転時の圧縮機１２の単位時間
当たりの回転数Ｒ１より多いため、圧縮機１２で圧縮された後の高温高圧の冷媒の温度も
、第１の暖房単独運転の場合と比べて高くなる。そのため、第１の暖房単独運転時に比べ
て、室内空気熱交換器２６及び暖房端末５６による暖房能力が高くなる。
【００３８】
（蓄熱暖房同時運転）
　ユーザから暖房が指示されており、かつ、タンク６２への蓄熱要求が発生した場合に、
給湯暖房システム２は蓄熱暖房同時運転を行う。このとき、給湯暖房システム２は、室内
温度サーミスタ４２が検出する室内温度が、リモコンで設定されている暖房設定温度Ｔｓ
以上であるか、室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低いか、に応じて、異なる内容の蓄熱暖
房同時運転を行う。以下、以下、二つの蓄熱暖房同時運転（第１の蓄熱暖房同時運転、第
２の蓄熱暖房同時運転）の内容について説明する。
【００３９】
（第１の蓄熱暖房同時運転；図５）
　給湯暖房システム２が蓄熱暖房同時運転を実行する場合に、室内温度サーミスタ４２が
検出する室内温度が暖房設定温度Ｔｓ以上である場合、給湯暖房システム２は、第１の蓄
熱暖房同時運転を実行する。室内温度が暖房設定温度Ｔｓ以上である場合には、室内温度
が暖房設定温度Ｔｓより低い場合に比べ、要求される蓄熱能力及び暖房能力が低い。図５
に示すように、第１の蓄熱暖房同時運転では、制御装置８は、流量調整弁１４を、ポート
ｅに供給された冷媒の一部がポートｇに供給され、他の一部がポートｆに供給されるよう
に開度を調整する（即ち、ポートｅとポートｆ、ポートｅとポートｇがそれぞれ連通する
）。この際、制御装置８は、ポートｆに供給される冷媒の流量が、ポートｇに供給される
冷媒の流量よりも大きくなるように、流量調整弁１４の開度を調整する（即ち、ｆ＞ｇ）
。また、制御装置８は、第１ファン２２及び第２ファン２８を駆動するとともに、圧縮機
１２を駆動する。この際、制御装置８は、圧縮機１２の単位時間当たりの回転数を、上記
のＲ１より多いＲ２に設定する。さらに、制御装置８は、切替弁７０を、第１熱媒循環路
５０内の熱媒が、熱媒熱交換器１６に供給され、バイパス路５８を通過しない状態（即ち
、ポートｈとポートｉとが連通する状態）に切り替える。さらに、制御装置８は、第１ポ
ンプ５４及び第２ポンプ６４を駆動させる。この際、制御装置８は、第１ポンプ５４の単
位時間当たりの回転数を、上記のＲ３より少ないＲ４に設定する。また、第２ポンプ６４
の単位時間当たりの回転数を所定値に設定する。なお、第１の蓄熱暖房同時運転では、制
御装置８はバーナ５２を駆動させない。
【００４０】
　圧縮機１２が駆動することによる冷媒の動きは、上記の第１及び第２の暖房単独運転（
図３、図４参照）の場合と同様であるため、詳しい説明は省略する。なお、第１の蓄熱暖
房同時運転でも、圧縮機１２の単位時間当たりの回転数Ｒ２が、第１の暖房単独運転時の
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場合（Ｒ１）より多いため、圧縮機１２で圧縮された高温高圧の冷媒の温度も、第１の暖
房単独運転時よりも高くなる。また、第１の蓄熱暖房同時運転では、ポートｆに供給され
る冷媒の流量が、ポートｇに供給される冷媒の流量よりも大きくなるように流量調整弁１
４の開度が調整されている（ｆ＞ｇ）。そのため、より多くの高温高圧の冷媒が熱媒熱交
換器１６に供給される。その結果、熱媒熱交換器１６において、高温高圧の冷媒は、第２
熱媒循環路６０内の熱媒との間でより多く熱交換を行うことができる。
【００４１】
　第１ポンプ５４が駆動することによる熱媒の動きも、上記の第１及び第２の暖房単独運
転（図３、図４参照）の場合と同様であるため、詳しい説明は省略する。ただし、第１の
蓄熱暖房同時運転では、第１ポンプ５４の単位時間当たりの回転数Ｒ４が、第１及び第２
の暖房単独運転の場合（Ｒ３）より少ない。そのため、熱媒熱交換器１６において、冷媒
から第１熱媒循環路５０内の熱媒に加えられる単位時間当たりの加熱量は、第１及び第２
の暖房単独運転時に比べて小さくなる。これにより、熱媒熱交換器１６において、冷媒か
ら第２熱媒循環路６０内の熱媒により多くの熱が加えられるようになる。
【００４２】
　第２ポンプ６４が駆動することによる熱媒の動きは、上記の蓄熱単独運転（図２）の場
合と同様であるため、詳しい説明は省略する。
【００４３】
　第１の蓄熱暖房同時運転では、給湯暖房システム２は、上記のようなサイクルで冷媒及
び熱媒を循環させることにより、室内空気熱交換器２６及び暖房端末５６の両方で室内空
気に放熱し、室内を暖房することができるとともに、タンク６２内に温水を蓄えることが
できる。制御装置８は、第１の蓄熱暖房同時運転を開始した後、タンクサーミスタ６３が
検出する温度が所定の蓄熱終了温度に到達すると、第１の蓄熱暖房同時運転を終了する。
この時点で、引き続き暖房運転指示が行われている場合（ユーザによって暖房の終了が指
示されていない場合）には、制御装置８は、第１の蓄熱暖房同時運転の終了後、引き続い
て第１の暖房単独運転を実行する。
【００４４】
（第２の蓄熱暖房同時運転；図６）
　給湯暖房システム２が蓄熱暖房同時運転を実行する場合に、室内温度サーミスタ４２が
検出する室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低い場合、給湯暖房システム２は、第２の蓄熱
暖房同時運転を実行する。室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低い場合には、室内温度が暖
房設定温度Ｔｓ以上である場合に比べ、要求される蓄熱能力及び暖房能力が高い。図６に
示すように、第２の蓄熱暖房同時運転でも、ポートｆに供給される冷媒の流量が、ポート
ｇに供給される冷媒の流量よりも大きくなるように、流量調整弁１４の開度を調整する（
即ち、ｆ＞ｇ）。また、制御装置８は、第１ファン２２及び第２ファン２８を駆動すると
ともに、圧縮機１２を駆動する。第２の蓄熱暖房同時運転でも、制御装置８は、圧縮機１
２の単位時間当たりの回転数を、上記のＲ１より多いＲ２に設定する。さらに、制御装置
８は、切替弁７０を、第１熱媒循環路５０内の熱媒が、バイパス路５８を通過し、熱媒熱
交換器１６に供給されない状態（即ち、ポートｉとポートｊとが連通する状態）に切り替
える。さらに、制御装置８は、第１ポンプ５４及び第２ポンプ６４を駆動させる。制御装
置８は、第１ポンプ５４の単位時間当たりの回転数を、第１の蓄熱暖房同時運転時（Ｒ４
）より多いＲ３に設定する。また、第２ポンプ６４の単位時間当たりの回転数を所定値に
設定する。さらに、第２の蓄熱暖房同時運転では、制御装置８はバーナ５２を駆動させる
。
【００４５】
　圧縮機１２が駆動することによる冷媒の動きは、上記の第１の蓄熱暖房同時運転（図５
参照）の場合と同様であるため、詳しい説明は省略する。なお、第２の蓄熱暖房同時運転
でも、圧縮機１２の単位時間当たりの回転数Ｒ２が、第１の暖房単独運転の場合（Ｒ１）
より多いため、圧縮機１２で圧縮された高温高圧の冷媒の温度も、第１の暖房単独運転時
よりも高くなる。また、第２の蓄熱暖房同時運転時にも、ポートｆに供給される冷媒の流
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量が、ポートｇに供給される冷媒の流量よりも大きくなるように流量調整弁１４の開度が
調整されている（ｆ＞ｇ）。そのため、より多くの高温高圧の冷媒が熱媒熱交換器１６に
供給される。その結果、熱媒熱交換器１６において、高温高圧の冷媒は、第１熱媒循環路
５０内の熱媒及び第２熱媒循環路６０内の熱媒との間でより多く熱交換を行うことができ
る。
【００４６】
　第１ポンプ５４が駆動することにより、第１熱媒循環路５０内の熱媒は、熱媒熱交換器
１６に供給されることなく、バイパス路５８を通過し、バーナ５２と暖房端末５６との間
で循環する。ただし、第２の蓄熱暖房同時運転では、バーナ５２が駆動することにより、
上記の経路で循環する熱媒が、バーナ５２における燃料の燃焼熱によって十分に加熱され
、高温の熱媒となる。第２の蓄熱暖房同時運転では、バーナ５２で加熱された高温の熱媒
が暖房端末５６に供給される。バーナ５２の燃焼熱は、熱媒熱交換器１６を通過する冷媒
に比べて加熱能力が高い（即ち、単位時間当たりの加熱量が大きい）。そのため、第１の
蓄熱暖房同時運転時に比べて、暖房端末５６による暖房能力が高くなる。
【００４７】
　第２ポンプ６４が駆動することによる熱媒の動きは、上記の蓄熱単独運転（図２）の場
合と同様であるため、詳しい説明は省略する。ただし、第２の蓄熱暖房同時運転では、第
１熱媒循環路５０内の熱媒が熱媒熱交換器１６に供給されないため、熱媒熱交換器１６で
は、全ての冷媒の熱が、第２熱媒循環路６０内の熱媒に加えられることになる。そのため
、第１の蓄熱暖房同時運転時に比べて、蓄熱能力も高くなる。
【００４８】
　第２の蓄熱暖房同時運転では、給湯暖房システム２は、上記のようなサイクルで冷媒及
び熱媒を循環させることにより、室内空気熱交換器２６及び暖房端末５６の両方で室内空
気に放熱し、室内を暖房することができるとともに、タンク６２内に温水を蓄えることが
できる。制御装置８は、第２の蓄熱暖房同時運転を開始した後、タンクサーミスタ６３が
検出する温度が所定の蓄熱終了温度に到達すると、第２の蓄熱暖房同時運転を終了する。
この時点で、引き続き暖房運転指示が行われている場合（ユーザによって暖房の終了が指
示されていない場合）には、制御装置８は、第２の蓄熱暖房同時運転の終了後、引き続い
て第２の暖房単独運転を実行する。
【００４９】
（蓄熱暖房制御処理；図７）
　ユーザによって暖房が指示された際に、図３～図６を用いて説明した各暖房単独運転及
び蓄熱暖房同時運転のうちのいずれが実行されるのかは、制御装置８が実行する蓄熱暖房
制御処理（図７）によって決められる。以下、制御装置８が実行する蓄熱暖房制御処理の
内容について説明する。
【００５０】
　ユーザによって暖房が指示されると、制御装置８は、図７の蓄熱暖房制御処理を開始す
る。蓄熱暖房制御処理が開始されると、Ｓ１０では、制御装置８は、室内温度サーミスタ
４２が検出する室内温度が暖房設定温度Ｔｓ以上であるか否かを判断する。
【００５１】
　室内温度が暖房設定温度Ｔｓ以上である場合、制御装置８は、Ｓ１０でＹＥＳと判断し
、Ｓ１２に進む。本実施例において、Ｓ１０でＹＥＳの場合とは、室内温度がユーザによ
って要求されている暖房設定温度に到達しており、高い暖房能力が必要とされない場合で
ある。一方、室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低い場合、制御装置８は、Ｓ１０でＮＯと
判断し、Ｓ２２に進む。本実施例において、Ｓ１０でＮＯの場合とは、室内温度がユーザ
によって要求されている暖房設定温度に到達しておらず、高い暖房能力が必要とされる場
合である。
【００５２】
　Ｓ１２では、制御装置８は、タンクサーミスタ６３が検出するタンク６２内の水の温度
（以下ではタンク温度と呼ぶ場合がある）が、所定の蓄熱開始温度より低いか否かを判断
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する。
【００５３】
　Ｓ１２の時点でタンク温度が蓄熱開始温度より低い場合、制御装置８は、Ｓ１２でＹＥ
Ｓと判断し、Ｓ１６に進む。Ｓ１２でＹＥＳの場合とは、タンク６２への蓄熱要求が発生
している場合である。この場合、Ｓ１６において、制御装置８は、第１の蓄熱暖房同時運
転（図５参照）を実行する。Ｓ１６の時点で既に第１の蓄熱暖房同時運転が行われている
場合には、第１の蓄熱暖房同時運転を継続する。第１の蓄熱暖房同時運転の内容は、図５
を参照して上述した通りであるため、詳しい説明を省略する。Ｓ１６で第１の蓄熱暖房同
時運転を開始すると、制御装置８は、Ｓ１０に戻る。
【００５４】
　Ｓ１２の時点でタンク温度が蓄熱開始温度以上である場合、制御装置８は、Ｓ１２でＮ
Ｏと判断し、Ｓ１４に進む。Ｓ１４では、制御装置８は、タンク温度が、所定の蓄熱終了
温度以上であるか否かを判断する。
【００５５】
　Ｓ１４の時点でタンク温度が蓄熱終了温度より低い場合、制御装置８は、Ｓ１４でＮＯ
と判断し、Ｓ１６に進む。Ｓ１４でＮＯの場合とは、Ｓ１４の時点でタンク温度が蓄熱終
了温度に到達していない場合（即ち、沸き上げが完了していない場合）である。この場合
、制御装置８は、Ｓ１６において、制御装置８は、第１の蓄熱暖房同時運転（図５参照）
を実行する。Ｓ１６の時点で既に第１の蓄熱暖房同時運転が行われている場合には、第１
の蓄熱暖房同時運転を継続する。その後、制御装置８はＳ１０に戻る。
【００５６】
　一方、Ｓ１４の時点でタンク温度が蓄熱開始温度以上である場合（即ち、既に沸き上げ
が完了しており、蓄熱要求が発生していない場合）、制御装置８は、Ｓ１４でＹＥＳと判
断し、Ｓ１８に進む。Ｓ１８では、制御装置８は、第１の暖房単独運転（図３参照）を実
行する。Ｓ１８の時点で既に第１の暖房単独運転が行われている場合には、第１の暖房単
独運転を継続する。第１の暖房単独運転の内容は、図３を参照して上述した通りであるた
め、詳しい説明を省略する。Ｓ１８で第１の暖房単独運転を開始すると、制御装置８は、
Ｓ１０に戻る。
【００５７】
　また、Ｓ２２では、制御装置８は、上記のＳ１２の判断と同様の判断を行う。Ｓ２２で
ＹＥＳの場合、制御装置８は、Ｓ２６に進み、第２の蓄熱暖房同時運転（図６参照）を実
行する。Ｓ２６の時点で既に第２の蓄熱暖房同時運転が行われている場合には、第２の蓄
熱暖房同時運転を継続する。第２の蓄熱暖房同時運転の内容は、図６を参照して上述した
通りであるため、詳しい説明を省略する。Ｓ２６で第２の蓄熱暖房同時運転を開始すると
、制御装置８は、Ｓ１０に戻る。
【００５８】
　一方、Ｓ２２でＮＯの場合、Ｓ２４に進み、制御装置８は、上記のＳ１４の判断と同様
の判断を行う。Ｓ２４でＮＯの場合、制御装置８は、Ｓ２６に進み、第２の蓄熱暖房同時
運転（図６参照）を実行する。制御装置８は、Ｓ２６で第２の蓄熱暖房同時運転を開始す
ると、Ｓ１０に戻る。一方、Ｓ２４でＹＥＳの場合、制御装置８は、Ｓ２８に進み、第２
の暖房単独運転を実行する。制御装置８は、Ｓ２８で第２の暖房単独運転を開始すると、
Ｓ１０に戻る。
【００５９】
　制御装置８は、ユーザから暖房の停止が指示されるまで、上記の蓄熱暖房制御処理（Ｓ
１０～Ｓ２８）を繰り返し実行する。ユーザから暖房の停止が指示されると、制御装置８
は、蓄熱暖房制御処理を終了する。
【００６０】
　以上、本実施例の給湯暖房システム２の構成及び運転内容について説明した。本実施例
の給湯暖房システム２は、蓄熱暖房同時運転を実行すべき場合において、室内温度サーミ
スタ４２が検出する室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低い場合（図７のＳ１０でＮＯ、Ｓ
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２２でＹＥＳ）に、第２の蓄熱暖房同時運転（図６参照）を実行する。第２の蓄熱暖房同
時運転が実行されるべき場合は、第１の蓄熱暖房同時運転が実行されるべき場合（図７の
Ｓ１０でＹＥＳ、Ｓ１２でＹＥＳ）に比べて、要求される暖房能力が高い。本実施例の給
湯暖房システム２は、このような場合に第２の蓄熱暖房同時運転を実行することにより、
暖房端末５６に供給される熱媒の熱をバーナ５２の燃焼熱で賄うことができ、タンク６２
内の水の加熱のための熱を、熱媒熱交換器１６において冷媒から加えられる熱によって賄
うことができる。一般に、燃料を燃焼させるバーナ５２の加熱能力（即ち、単位時間当た
りの加熱量）は、熱媒熱交換器１６における冷媒との熱交換による加熱能力よりも高い。
そのため、圧縮機１２の能力だけで蓄熱能力と暖房能力を賄わなければならない状況に比
べて、十分な蓄熱能力及び暖房能力を確保しやすくなる。従って、本実施例の給湯暖房シ
ステム２では、蓄熱暖房同時運転を実行すべき場合において、要求される暖房能力が高い
場合に、必要な蓄熱能力及び暖房能力が不足する事態の発生を抑制することができる。
【００６１】
　また、上記実施例では、第１の蓄熱暖房同時運転（図５参照）を行う場合の第１ポンプ
５４の単位時間当たりの回転数Ｒ４は、第２の蓄熱暖房同時運転（図６参照）を行う場合
の第１ポンプ５４の単位時間当たりの回転数Ｒ３よりも少ない（Ｒ４＜Ｒ３）。これによ
って、高い暖房能力が要求されない第１の蓄熱暖房同時運転を行う場合に、熱媒熱交換器
１６において、冷媒から第２熱媒循環路６０内の熱媒により多くの熱が加えられるように
なる。そのため、タンク６２への蓄熱を適切に行うこともできる。
【００６２】
　また、本実施例の給湯暖房システム２は、暖房単独運転を実行すべき場合において、室
内温度サーミスタ４２が検出する室内温度が暖房設定温度Ｔｓより低い場合（図７のＳ１
０でＮＯ、Ｓ２２でＮＯ、及びＳ２４でＹＥＳ）に、第２の暖房単独運転（図４参照）を
実行する。第２の暖房単独運転が実行されるべき場合は、第１の暖房単独運転が実行され
るべき場合（図７のＳ１０でＹＥＳ、Ｓ１２でＮＯ、及びＳ１４でＹＥＳ）に比べて、要
求される暖房能力が高い。本実施例の給湯暖房システム２は、このような場合に第２の暖
房単独運転を実行することにより、暖房端末５６に供給される熱媒の熱をバーナ５２の燃
焼熱と、熱媒熱交換器１６において冷媒から加えられる熱と、の両方によって賄うことが
できる。即ち、冷媒から加えられる熱だけで暖房能力を賄わなければならない場合に比べ
て、十分な暖房能力を確保しやすくなる。従って、本実施例の給湯暖房システム２では、
暖房単独運転を実行すべき場合において、要求される暖房能力が高い場合に、必要な暖房
能力が不足する事態の発生を抑制することができる。
【００６３】
　また、本実施例の給湯暖房システム２は、暖房運転時に、暖房端末５６による暖房（床
暖房）に加えて、室内空気熱交換器２６による暖房（空気暖房）を併せて行うことができ
る（図３～図６参照）。本実施例の給湯暖房システム２によると、床暖房と空気暖房を併
用することにより、室内をより快適に暖房することができる。
【００６４】
　また、本実施例の給湯暖房システム２では、蓄熱暖房同時運転を行う場合に、ポートｆ
に供給される冷媒の流量が、ポートｇに供給される冷媒の流量よりも大きくなるように、
流量調整弁１４の開度を調整する（即ち、ｆ＞ｇ。図５、図６参照）。これにより、本実
施例の給湯暖房システム２では、蓄熱暖房同時運転を行う場合に、圧縮機１２で圧縮され
た後の高温高圧の冷媒を、熱媒熱交換器１６により多く供給することができる。暖房単独
運転を行う場合に比べて、冷媒の熱をタンク６２により多く供給することができる。従っ
て、この構成によると、蓄熱暖房同時運転を行う場合に、タンク６２内の熱量を適切に増
やしつつ、室内を適切に暖房することができる。
【００６５】
　ここで、実施例の記載と請求項の記載との対応関係を説明しておく。給湯暖房システム
２が「ヒートポンプシステム」の一例である。ヒートポンプ空調装置４が「ヒートポンプ
」の一例である。熱媒熱交換器１６が「第１熱交換器」及び「第２熱交換器」の一例であ
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る。第１膨張弁１８及び第２膨張弁３０が「減圧機構」の一例である。室外空気熱交換器
２０が「蒸発器」の一例である。暖房端末５６が「暖房端末」の一例である。第１熱媒循
環路５０、及びその内部を循環する熱媒が、それぞれ、「暖房循環路」、「第１熱媒」の
一例である。第２熱媒循環路６０、及びその内部を循環する熱媒が、それぞれ、「タンク
循環路」、「第２熱媒」の一例である。バーナ５２が「熱源機」の一例である。切替弁７
０が「切替手段」の一例である。温水供給管６６が「供給手段」の一例である。流量調整
弁１４が「調整手段」の一例である。図７のＳ１０でＹＥＳ、Ｓ１２でＹＥＳの場合が「
第１の場合」の一例であり、第１の蓄熱暖房同時運転（図５）が「第１の運転」の一例で
ある。図７のＳ１０でＮＯ、Ｓ２２でＹＥＳの場合が「第２の場合」の一例であり、第２
の蓄熱暖房同時運転（図６）が「第２の運転」の一例である。図７のＳ１０でＹＥＳ、Ｓ
１２でＮＯ及びＳ１４でＹＥＳの場合が「第３の場合」の一例であり、第１の暖房単独運
転（図３）が「第３の運転」の一例である。図７のＳ１０でＮＯ、Ｓ２２でＮＯ及びＳ２
４でＹＥＳの場合が「第４の場合」の一例であり、第２の暖房単独運転（図４）が「第４
の運転」の一例である。
【００６６】
　以上、各実施例について詳細に説明したが、これらは例示に過ぎず、特許請求の範囲を
限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々
に変形、変更したものが含まれる。
【００６７】
（変形例１）上記の実施例では、給湯装置７の第２熱媒循環路６０は、タンク６２内及び
熱媒熱交換器１６を通過し、熱媒を循環させる。これに限られず、第２熱媒循環路６０は
、タンク６２内の水を直接導出して熱媒熱交換器１６に送り出し、熱媒熱交換器１６にお
いて冷媒との間で熱交換を行わせ、冷媒との熱交換によって加熱された温水をタンク６２
に戻すようにしてもよい。
【００６８】
（変形例２）上記の実施例では、熱媒熱交換器１６は、第１熱媒循環路５０内を通過する
熱媒と、冷媒循環路３２内を通過する冷媒との間で熱交換するとともに、第２熱媒循環路
６０内を通過する熱媒と、冷媒循環路３２内を通過する冷媒との間で熱交換する。これに
限られず、第１熱媒循環路５０内を通過する熱媒と、冷媒循環路３２内を通過する冷媒と
の間で熱交換するための熱交換器と、第２熱媒循環路６０内を通過する熱媒と、冷媒循環
路３２内を通過する冷媒との間で熱交換するための熱交換器と、が別個に設けられていて
もよい。
【００６９】
　本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組合せによって技術
的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組合せに限定されるものではない。
また、本明細書または図面に例示した技術は複数目的を同時に達成し得るものであり、そ
のうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性を持つものである。
【符号の説明】
【００７０】
２：給湯暖房システム
４：ヒートポンプ空調装置
６：床暖房装置
７：給湯装置
８：制御装置
１２：圧縮機
１４：流量調整弁
１６：熱媒熱交換器
１８：第１膨張弁
２０：室外空気熱交換器
２２：第１ファン
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２６：室内空気熱交換器
２８：第２ファン
３０：第２膨張弁
３２：冷媒循環路
４０：外気温サーミスタ
４２：室内温度サーミスタ
５０：第１熱媒循環路
５２：バーナ
５４：第１ポンプ
５６：暖房端末
５８：バイパス路
６０：第２熱媒循環路
６２：タンク
６３：タンクサーミスタ
６４：第２ポンプ
６６：温水供給管
６８：水導入管
７０：切替弁

【図１】 【図２】
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